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平成 18 年度 東印工組 城西支部通常総会開催

　さる５月 26日金曜日に、リーガロイヤルホテル東京に

て、平成 17年度の東印工組城西支部通常総会が、来賓に

組合本部より武石専務理事、滑川様をお迎えして開催さ

れた。まず、冒頭、星支部長の挨拶で、総会は開始された。

「今回の総会には、どれだけ

出席者が集まるか心配してい

ましたが、非常に多くの方に

出席して頂き、大変感謝して

おります。まだ記憶に新しい

のですが、一昨年に、大変混

乱した中で私が支部長を引き受けさせていただき、今日

まで皆様の支部を思う熱意で何とかやって来ました。今

後は、新しい執行部による体制で、城西支部を運営して

ゆきますので、どうぞ宜しくお願いします。」

　次に、議長選出は司会者一任、藤井相談役により、議

事の進行がはじまった。出席28社・委任状21社の合計

49社で、組合員数の過半数を満たしているので審議は成立。

第１号議案
総務部の事業報告：中村総務部長

厚生部の事業報告：岩永厚生部長　　

研究部の事業報告：代役　星支部長より

広報部の事業報告：酒井広報部長

青年部の事業報告：都築青年部長

以上、全員異議なしで、拍手にて承認された。

第２号、３号議案
平成 17年度～ 18年度の収支決算報告：山浦会計部長

会計監査報告：西山会計監査

以上、全員異議なしで、拍手にて承認された。

第４号議案　
役員の改選　総会のメインイベントである。

本田選考委員長より、２回の選考委員会開催の上、新役

平成 18年 5 月 6日（金） リーガロイヤルホテル東京に於いて

総会報告レポート



各役員ご挨拶

員が承認された旨の報告があり、新役員が発表された。

支 部 長：草間　　宏　　総務部長：石澤　一美

会計部長：萩原　清剛　　研究部長：日比　　久

厚生部長：岩永　博大　　広報部長：新津　賢也

青年部長：都築　保志

新役員代表草間新支部長よりの挨拶

「本日は、月末に近い金曜日にもかかわらず、公私ともど

も大変お忙しい中、多くの方々にご出席いただき、通常

総会が滞りなく開催されました事を、厚く御礼申し上げ

ます。城西支部の中では、全くの若輩者であります私が

支部長にとは、多々蕩々な事もありますが、一言弁明さ

せていただきます。新富町に行く時間が、有力なる支部

の諸先輩方の方々に無いということなので、私が代わり

に本部に行って、それなりの情報なり、それなりの事を

伝えれば良いと思ったのがきっかけであります。したが

いまして、私は各支部員様、並びに、ご列席の方々のお

役に立てればと思い、支部長に名乗りを上げ、支部長に

なりました。なにはともあれ色々と問題点もあるとは思

いますが、微力ながら城西支部の発展のため努力する所

存でございます。なにとぞ宜しくお願いいたします。」

　その後、新旧の役員の交代がおこなわれ、新執行部より、

平成１８年度の事業計画案が発表された。まず、草間新

支部長より新年度の姿勢が読み上げられた。

　１. 支部員相互の親睦と融和を計る

　２. 業態変革セブンキーズ（7keys）の点検と実践

　３. 組織の強化、組合活動の活性化

以下、各担当部長より新事業計画が発表され全て承認

された。この中で、特に総務部では　残紙の有効活用等

を地域に根付いたボランティア活動を総務部を中心にし、

城西支部全体の活動として実践してゆきたい旨が、石澤

新総務部長より発表され。今までにない新しい企画であ

る。是非とも今後の展開に期待したい。

　その後、草間新支部長より、前執行部全員への感謝状

が贈呈された。感謝状の後は、本部から来賓としてお越

し頂いた、武石専務理事

よりご挨拶。最後に前総

務部長改め、中村顧問よ

り閉会の辞をもって、無

事に総会は閉幕した。大

変、穏やか、かつスムー

ズな総会であった。総

会終了後は、出席者の記念写真。そして、１９時頃より、

日比研究部長の挨拶、新津顧問の乾杯により懇親会が和

やかに行われた。

●草間支部長
僭越なる筆を走らせることを支部

員皆々様へ最初にお詫び申し上げ

ます。皆様もご承知の如く私はつ

い昨日まで末端の支部員でしかな

く、この十数年来同業者の元気な顔を時々見るだけくら

いかまた恐縮ながら、印刷関係で困った時に聞いて尋ね

ることくらいしか出来ないとも思っておりました。しか

しこれからは違います。出来る限り支部員皆様の為に何

をすべきか、何ができるのか、日々試行錯誤を繰り返さ

ねばならない立場です。まずは支部諸先輩方に舵を取っ

て頂き、支部員各々にどれだけ多くの事を理解してご足

労いただけるのか、もちろんその見返りとしての精神的

物理的満足度は如何にするのか、そして、支部員皆様の

為に支部幹部員の方々や東印工組の理事の方々を支部員

各々の為にどれだけ活用できるのかを見極めながら、城

西支部の新たなる改革と前進を発展的膨張エネルギーに

変えていけるよう行動しなければと思っております。

武石専務理事



●日比研究部長
再度、副支部長を引き受けました。

旧執行部では「若手」でしたが、

新執行部メンバーは、私より全員

年下で私は「最年長」になってし

まい、強いショック！？を受けています。ですが、今期

若手２名（山浦氏、小泉氏）が、私を補佐していただけ

るとの事、「安堵」し、大船にのったつもりで２年間を「適

意・適切」に全うしたいと思います。よろしくお願い致

します。

●萩原会計部長
会計に帰ってきました。遠藤支部

長の時代に会計を執行させて頂き

ました萩原です。2年間のブラン

クですっかり頭の中は白紙状態で

す。前任山浦会計長より書類を引継ぎ、複雑な状態にフ

リーズしそうです。今、腹をくくって書類と格闘してい

ます。不都合なところが幾つかあり、草間支部長と相談

し解決したいと思います。西山副会計に協力を頂き、事

務の分散化を進め負担を減らすことと、各部長の活性を

資金面から応援したいと進めております。今後とも皆様

のご協力をお願い申し上げます。

●石澤総務部長
この度、平成 18年度城西支部、副

支部長（総務部長）を引き受けま

した石澤です。支部員、役員皆様

のご協力を得て支部事業を遂行し

ていこうと考えています。皆様のご指導、ご鞭撻のほど

よろしくお願い致します。また今期、各事業部の副部長

に新人が多く任命されました。次期支部を担う方々の成

長を、支部員全体で支え、育てていくようご協力お願い

致します。皆様のご活躍をお祈りいたします。

●岩永厚生部長
このたび支部役員になりました

新宿地区地区長厚生部の岩永です。

私は２期目になります。

組合活動は時代の流れで昔と今の

価値観が変わってきています ｡仕事では、パソコンが無

いと仕事にならない世の中です。その流行に乗り遅れな

いようにどの時点で受け入れるか、決断が迫られる昨今

です。組合員の声は貴重です。貴重な声を聞かせて下さい。

厚生部では、支部員の親睦を深めたく秋に日帰りバス旅

行を予定しています ｡内容を充実したものを計画してい

ます。支部員の要望を広報（mail) に発信していただき要

望に応えていきたいです。新宿地区では、各社が何でも

話せる所、そのようなコミュニケーションを深めるため

に地区会（年４回）を開いていきたいです。

●都築青年部長
今期、青年部長を留任しましたツ

ヅキ印刷都築です。今期１８年度

は、新支部長 ドゥ・グラフィス ( 有 ) 

草間氏が城西支部総会で選出され

新支部長のもと役員会も大幅に若返り、新しい体制で支

部運営をされると思いますが、青年部長としても前期以

上に支部運営にお手伝いをして行きたいと思っています。

前期２年間、青年部長として城西支部に何が出来たかと

考えていますが、青年部から発信をして勉強会や見学会・

研究部と合同開催など活動をして来ましたが、支部員の

皆さんに活動が周知されて来たかと言うと勉強会に出席

した支部員の人数などからイマイチ周知されなかったの

ではと反省しています。

勉強会や見学会の内容などは、面白い内容だったと思っ

ていますが、もっと支部員の方が興味を持つような勉強

会を企画していきたいと思っていますので、是非一度勉

強会や見学会に参加をしてみてはいかがでしょうか、支

部員の方の参加をお待ちしています。

●新津広報部長
この度、城西支部広報部長を拝命

いたしました新津です。

長い歴史を持つ城西支部ですが、

近年は支部の活動も組合員数も

めっきり寂しくなってしまいました。この現状に対して、

少しでも活力と実のある組合活動を展開できればと思い

まして、この度、お役を引き受けさせて頂いた次第です。

まずは、組合員相互のコミニュケーションに重点をおい



て取組んでみますので、若輩者ではありますが、諸先輩

がたのご指導ご鞭撻を賜われれば幸いに思います。どう

ぞよろしくお願いの程申し上げます。

事業報告書





平成１８年度 城西支部青年部通常総会開催

訃　報

　当支部、相談役、後藤謹一郎氏は

長い間病気療養中でありましたが、

慢性心不全を併発され薬石の効なく

６月３０日他界されました。長年に渡り多くの支部員に

愛され親しまれ、業界の生き字引として印刷業をこよな

く愛した大先輩を失い、残念とともに寂しいかぎりです。

通夜は６月２日、葬儀６月３日何れも小滝橋・観音寺に

おいて、おごそかに行われました。

　後藤先輩のご冥福を支部員一同お祈り申し上げます。

合　掌

弔　　　　辞

　故後藤謹一郎殿の霊前に謹んで、東京都印刷工業組合

城西支部を代表して、弔意を捧げます。

本日、突然の訃報に接し、組合員一同、驚きと、悲しみに、

満ちております。

　あなたは、ポプラ印刷株式会社代表取締役として、自

社企業の経営発展に尽力され、その一環として、当時副

支部長であった久保田照喜氏の薦めがあって、昭和三十

年頃、城西支部に加入され、以後半世紀に亘り、私たち

の仲間として、組合活動を積極的に支えて戴きました。

　支部の行事には必ず参加され、その若さと、磊落明朗

な性格は、その人付き合いの良さから、たちまち支部内

の人気を集め、「謹ちゃん」の愛称で先輩、後輩からも、

敬慕されておりました叉スポーツにも長じ、明治大学馬

術部のＯＢとして、後輩の指導に当たり、又、支部内地

区対抗野球大会には早稲田地区エースとして背番号は３

番ファースト守る四番打者として、第一回大会には早稲

田地区を優勝に導く等、私たち仲間に勇気を与えていた

だきました。一緒に飲むお酒も、斗酒も厭わず、と言う

酒豪で酔えば必ず「あざみの歌」が出てくる。愉快な人

柄でした。

　業界内にあっては多くの役職に推挙され、早稲田地区

幹事を始め、副支部長、本部各委員、本部理事、支部会

計監査、等を歴任、更に業界の構造改善事業として発足

した、早稲田印刷センター株式会社の専務として経営を

担当、最近は支部相談役として、その発展に努力貢献さ

れました。

　昭和六十年十月新宿区地場産業功労者として区長表彰

を受賞し、昭和六十二年には本部理事永年の貢献により

「印刷産業功労賞」を工業組合理事長より受賞しました。

晩年において、数年間、病いとの闘いに、一時小康を得

たと、聴いておりましたが、今日惜しくも、泉下に旅た

たれましたことは、希少となつた支部事情に精通した知

識人の一人を、又失った思いであり誠に残念でなりませ

ん。幸いにも、後を継がれる、ご子息も既に業界にあっ

て支部内幹部として、今後の活躍が期待されています。

　この上は、あなたも、霊界にあって安らかに、お眠り

下さい。ご冥福をお祈り致します。

さようなら

平成十八年七月三日

　　　　　東京都印刷工業組合城西支部

顧問　中　村　勝　利

　城西支部親会の総会も

無事に終わり、新執行部

が支部運営をスタートを

きり親会の役員会も落ち

着いてきましたので、開

催が遅れていた青年部の

総会開催を７月６日（木曜日）に山浦印刷会議室に置いて、

青年部通常総会を開催いたしました。

　本年度は、支部長が代わり新支部長 草間氏が支部運営

の指揮をとり青年部も心機一転、支部運営をサポートし

ていくよう努力いたしますので支部員の方々には今後と

も青年部を宜しくお願い致します。

　総会では、１７年度の総括と１８年度、青年部員が親

会役員会に大多数の人が正・副部長としてお手伝いしま

すので、青年部活動が低迷しないよう本年度も青年部主

催の勉強会や研究部との合同勉強会を中心に各部会への

参加・東青協やＢブロックへの勉強会・イベント参加を

して行く方針で青年会を運営していく方針を総会で了承

していだきましたのでご報告いたします。

青年部　都 築　保 志
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会計部からのお願い

■賦課金のお支払いに関して

現在、お振込み・現金払い等は個別に事務処

理しておりますが、日付・金額等処理の後追い

調査で作業が煩雑になることがありますので、

出来るだけ自動引落（キャピタルシステムサー

ビス）にご変更のご検討をお願い申し上げます。

御連絡、頂ければ登録用紙等手続きを致しま

す。

連絡は、宝堂印刷まで　

seigou@mx6.nisiq.net

■賦課金の滞納組合員に関しての報告

城西支部では現在、２社で賦課金の未集金が

発生しております。現執行部の再三のお願いに

も関わらず、滞納が続くことから、大変残念な

ことではありますが、前記、1社に対して、除

名の勧告を下す決断と相成りました。（結果的

に、１社は除名、もう１社は脱会）

除名：印南印刷　　脱会：栄光社

広報部からのお願い

広報部では、訃報以外の連絡事項は、電子

メールでの伝達を推進しております。現在、

広報部で把握している組合員のメールアド

レスは、まだ３０社に満たない状態です。

よりスムーズで合理的にお知らせを流した

いと思いますので、未登録の組合員様でア

ドレスをお持ちの方は、至急御連絡をお願

い致します。また、まだメールをご使用で

ない、使い方が解らない場合でも、ご一報

頂ければ、導入に関してのアドバイスを致

します。

連絡は、新津印刷まで

nken@niitsu-pri.com

新しい設備を導入してみて

城西支部新宿地区地区長・厚生部岩

永です。雑誌の取材を受けたことを話

させていただきます｡

月刊誌「プリンテックステージ」2006

－ 6月号に掲載されました。取材の

きっかけは、今年 4月にCTPシステ

ム【キモセッター410】を導入しました。「きもと」「ムサシ」さんから「経

済的 CTPシステムの活用のコーナーに岩永印刷を紹介したいので取材

を受けて欲しい」と頼まれました。シルバーマスターの調子が悪くなって

いたので、変わりになる機種、それがキモセッター（菊 4サイズ）でした。

発売当初からキモセッターの動きと性能を追っていました。1年半前に

菊4サイズが発売になると知り、その性能を見てこの4月に導入しました。

導入して良かった点は、CTPシステム価格が自社の規模に適していた事

です。扱い方は簡単で、材料費は今までよりも安く、パソコンから直接

刷版ができることです。

フィルム使用は0になりました。（特別の時、フィルムで刷版あり）印刷

仕上がりは、PS版と変わらないほどです。複写伝票も出来ます。（メーカー

は2枚複写までOK。自社では4枚複写にも挑戦しています。）アミ点

もそこそこ大丈夫です｡零細企業にぴったりのCTPシステムになってい

ます｡

岩永印刷  岩永 博大

注目！ 賦課金システムが
変わります！

新たな算定方式とは
現行の均等割１ヶ月分１,８００円、設備指数割１点につき１ヶ月２５円、

規模割の就業員１人の場合２２０円とし、就業員数が増えるに従い単

価を逓減する方式で、最高限度額１ヶ月６３,０００円を、改定案は、

均等割１ヶ月２,２７０円、人員割就業員１ヶ月１人当たり２３０円、最

高限度額１ヶ月６０,０００円として、５月１５日の総代会での承認を得

て平成１８年度第２四半期から実施する。賦課金の急激な増減に対す

る緩和措置として、１年目は増減幅を半分にし、２年目から新算定基

準を適用する。適用時期は既加入組合員は平成１８年度第２四半期（７

～９月）請求分から増減金額の半分を適用し、平成１９年度第２四半

期から完全適用し、就業員数は、平成１６年度組合員台帳調査結果

を採用する。
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